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コープふくしま

2023年度
首長・議員懇談会報告

みやぎ生協・コープふくしまは、宮城県、福島県の首長、宮城県議会議員、仙台市
議会議員と地域のメンバー・組合員とで年に1回懇談会を開催しています。2023
年度の開催状況を報告します。

開催数
（昨年）

開催地域
（開催順）

参加者数（人）

生協メンバー
（昨年）

首長･議員数
（昨年）

首長懇談

40（38）
宮城県
31
福島県
9

（宮城県）栗原市、七ヶ宿町、南三陸町、
美里町、涌谷町、気仙沼市、岩沼市、丸森町、
名取市、白石市、加美町、利府町、亘理町、
山元町、角田市、大和町、柴田町、色麻町、
大衡村、東松島市、大河原町、大崎市、
多賀城市、仙台市、大郷町、富谷市、石巻市、
七ヶ浜町、塩竃市、松島町、女川町
（福島県）白河市、本宮市、福島市、桑折町、
矢吹町、いわき市、郡山市、棚倉町、伊達市

180（162） 40（38）

宮城県議懇談 9（8）
登米、加美、仙台市青葉区、宮城野区、泉区、
若林区、大崎、遠田、仙台市太白区

128（105） 22（18）

仙台市議懇談 5（5）
仙台市青葉区、太白区、宮城野区、泉区、
若林区

113（96） 26（25）

文書回答 1（1） （宮城県）登米市

計 55（52） 421（363） 88（81）

懇談一覧

仙台市高齢者保健福祉計画・介護
保険事業計画中間案を出し、とり
まとめを行っています。介護保険
料は6101円で前回よりも100円
上乗せされます。保険料は国の見
直し等もあり、所得の低い人は保
険料軽減措置を行います。国の負
担割合の引き上げについては国
に要望を行っていきたいと思いま
す。物価高騰への支援は食費補助
や燃料費補助を行っています。

1月22日　仙台市役所　郡和子市長
冬木勝仁理事長、河野雪子副理事長、尾川輝敏専務理事、安達泉理事、石川宣子理事、
齊藤裕美理事、佐藤淑子理事、藤本富江理事、信山澄重理事、國久暁生活文化部長

道の駅ふくしまでの企画
を継続し、今後は計画段
階から連携した取り組み
にしていきます。「適しお
サポーター」の活動につ
いても共催で学習会を計
画します。今年は親子体
操を市と教育委員会で後
援しましたが、次年度は
親子体操教室を一緒に取
り組めるように進めます。

12月14日　福島市役所　木幡浩市長
尾川輝敏専務理事、岡崎香織理事、菅野優子理事、
児島剛ふくしま県本部長、組合員3人

［主な懇談内容］

〈仙台市長懇談会〉 〈福島市長懇談会〉



栗 原 市

みやぎ生協

気仙沼市

みやぎ生協

七ヶ宿町

みやぎ生協

岩 沼 市

みやぎ生協

南三陸町

みやぎ生協

丸 森 町

みやぎ生協

美 里 町

みやぎ生協

名 取 市

みやぎ生協

涌 谷 町

みやぎ生協

白 石 市

みやぎ生協

［主な懇談内容］（開催月日順）

〈宮城県〉

実態調査を行い計画策定を
検討しますが、地域密着型
サービスは充足しています。
物価高騰支援は福祉施設等
特別支援金を交付しました。
介護人材確保は市の単独事
業として介護職員の研修費用
助成や介護福祉士の就職支
援助成を行っています。4市町
連携会議で介護従事者向け
研修会を開催する予定です。

8月21日　栗原市役所　佐藤智市長
河野雪子副理事長、小野幸恵理事、メンバー6人

地域密着型サービスを基本
に4種6事業の整備を目標
としていましたが1種1事業
所にとどまっている状況を
踏まえ、計画を策定します。
物価高騰対策として国の交
付金を活用し支援金を交付
しています。介護人材の不
足は喫緊の課題であり、市
独自の介護マンパワー確保
対策事業を進めています。

10月27日　気仙沼市役所　菅原茂市長
河野雪子副理事長、小野幸恵理事、メンバー6人

計画策定に向けアンケー
トを実施・集計していま
す。在宅サービスに関し
ては高齢者人口の自然
減が進むと推測し、給付
費は減少を見込んでいま
す。また施設整備の計画
も見込んでいません。介
護人材確保に関しては具
体的な対策は示せていま
せん。

10月23日　七ヶ宿町役場　小関幸一町長
尾川輝敏専務理事、佐藤久美子理事、職員2人

介護保険料の設定は、上昇
を抑えるために介護給付費
財政調整基金を活用したい
と考えています。物価高騰
支援として国の交付金を活
用し光熱費の経済的支援を
行っています。介護人材確
保については地域医療介護
総合確保基金や介護ロボッ
ト・ICT導入支援事業補助金
の活用を情報提供します。

11月1日　岩沼市役所　佐藤淳一市長
小澤義春常務理事、佐々木英美理事、メンバー7人

地域密着型サービスの利用
は計画を下回っており、高齢
者人口の推計を行い計画を
策定します。物価高騰支援と
して国の制度を活用し燃料
購入支援を行いました。介護
支援専門員の不足が深刻と
なっており町外に依頼して
います。町独自に実務研修
受講試験料や研修受講料を
助成しています。

10月24日　南三陸町役場　佐藤仁町長
小澤義春常務理事、小野幸恵理事、メンバー3人

計画を策定するにあたり、人口
減少による介護事業サービス量
の減少が見込まれ新規拡充は慎
重な判断が必要です。訪問介護、
小規模多機能居宅介護のサービ
ス事業所はありませんが、他は
概ね充足しています。物価高騰
対策として国の交付金を利用し
特別支援金を交付しました。介護
人材確保として介護資格取得の
経費を助成しています。

11月7日　丸森町役場　保科郷雄町長
小澤義春常務理事、佐藤久美子理事、メンバー3人

高齢者福祉に関する調査
を行い計画を進めます。
地域密着型サービスは、
介護サービス事業者の運
営の支援を検討します。
物価高騰支援として県の
制度を活用するようお知
らせしています。介護人
材に関してもアンケート
調査を行い、従事者の状
況把握を行う予定です。

10月24日　美里町役場　相澤清一町長
河野雪子副理事長、及川しのぶ理事、メンバー5人

計画策定に向けた調査の
結果、要介護状態になって
も自宅で過ごしたい高齢
者が多いため、在宅サービ
スの充実や基盤整備を検
討します。物価高騰対策と
しては国の交付金を利用
し補助金を支給しました。
介護人材確保に関しては、
県の事業を実施し介護事
業者を支援しています。

11月17日　名取市役所　山田司郎市長
尾川輝敏専務理事、佐々木英美理事、吉原直美理事、メンバー12人

高齢者等への実態調査
は終了し、それに基づき
骨子・素案を作成していま
す。在宅サービスの通所
介護は希望した曜日に利
用可能ですが、地域密着
型サービスの施設入所は
待機が生じています。物
価高騰支援として国や県
の制度を活用し燃料購入
の助成を行っています。

10月25日　涌谷町役場　遠藤釈雄町長
小澤義春常務理事、及川しのぶ理事、メンバー4人

計画策定に向け、3種類
の実態調査を実施して課
題の整理を行います。市
独自の物価高騰支援とし
て原油価格高騰対策支
援や物価高騰対策支援
を実施しています。介護
人材確保に関しても調査
結果をもとに施策を検討
します。

11月17日　白石市役所　山田裕一市長
河野雪子副理事長、佐藤久美子理事、メンバー4人

〈首長懇談会〉宮城県、福島県の首長・宮城県議・　仙台市議とメンバー・組合員が懇談し、よりよい地域づくりにつなげています。



加 美 町

みやぎ生協

大 和 町

みやぎ生協

利 府 町

みやぎ生協

柴 田 町

みやぎ生協

亘 理 町

みやぎ生協

色 麻 町

みやぎ生協

山 元 町

みやぎ生協

大 衡 村

みやぎ生協

角 田 市

みやぎ生協

東松島市

みやぎ生協

※首長名とみやぎ生協参加者名は懇談時点のものです。

計画策定に向けアンケート
調査を行い骨子を作成しま
した。在宅サービスの基盤整
備は利用実績や入所待機者
の状況を考慮して進めます。
物価高騰に対しては介護事
業者へ県の支援制度をお知
らせしています。介護人材確
保に関しては、介護現場の生
産性の向上としてオンライン
申請システムを活用します。

11月20日　利府町役場　熊谷大町長
河野雪子副理事長、石垣八重美理事、メンバー7人

計画策定に向けた調査
の結果をもとに骨子案を
策定しました。今後は介
護保険サービス見込み
量や保険料の将来推計
を踏まえて最終案を決定
します。在宅サービスの
基盤整備についても同
様です。介護人材確保に
関しても国や市場の動向
を踏まえて判断します。

12月15日　柴田町役場　滝口茂町長
佐藤久美子理事、國久暁生活文化部長、メンバー4人

事業計画において、地域密着型
サービスである看護小規模多
機能型居宅介護の整備を検討
しています。物価高騰に対し介
護事業者へは国や県の支援制
度をお知らせしています。人材
確保として、高校1・2年生対象
の企業説明会に介護サービス
事業所も参加しています。また
生活援助サービス講習会を開催
し、介護職を勧めています。

11月21日　亘理町役場　山田周伸町長
河野雪子副理事長、佐々木英美理事、メンバー4人

介護予防ニーズ調査の
結果、軽介護者が多いこ
とから、健康増進・疾病予
防に力を入れた計画とな
る予定です。物価高騰へ
の支援は国の制度を利
用し福祉施設に奨励金を
支出しました。介護の人
材として外国人を受け入
れており概ね人材確保で
きています。

12月19日　色麻町役場　早坂利悦町長
河野雪子副理事長、及川しのぶ理事、メンバー1人

事業計画の基本指針を基
に策定を進めます。複合的
な在宅サービスの整備が
重要で、地域密着型サー
ビスを普及します。地域包
括ケアシステムを支える
人材確保については、県
主導のもと様々な支援や
施策を推進します。

11月28日　山元町役場　橋元伸一町長
河野雪子副理事長、佐々木英美理事、メンバー5人

計画策定に向け高齢者が
安心して暮らし続けられ
るよう生活支援の提供や
地域課題などの対応策を
協議しています。通所型
サービスのほか認知症や
閉じこもり予防の事業を
開催する予定です。物価
高騰に対し国の交付金を
活用し医療・福祉施設に
緊急支援を行いました。

12月19日　大衡村役場　小川ひろみ村長
小澤義春常務理事、信山澄重理事、メンバー1人

高齢化率37.7％である
ことを踏まえ新たな組織
体制を整備します。「健康
長寿課包括ケア推進係」
を新設し、地域包括ケア
システムの体制を整える
ための企画・調整をしま
す。医療・介護施設等へ国
の制度を利用して特別応
援金を支給しています。

11月29日　角田市役所　黑須貫市長
河野雪子副理事長、佐藤久美子理事、メンバー3人

計画策定に向けパブリック
コメントの準備を進めてい
ます。小規模多機能型居宅
介護はサービスを提供す
るだけでなく、地域コミュ二
ティの拠点として整備を進
めます。物価高騰支援は国
の交付金を活用し交付して
います。介護人材確保は奨
学金返還支援事業助成金
の対象枠を拡大しました。

12月19日　東松島ハーモニー　渥美巖市長
尾川輝敏専務理事、佐藤ひで子理事、メンバー5人

町民の3人に1人が高齢
者となっており、健康づく
りや介護予防の取り組み
を推進し、社会全体で見
守り支援する仕組みづく
りを検討します。物価高騰
により介護サービス事業
所の経営は厳しく、人材
不足の問題もあるため、
国の交付金を活用し2年
にわたり助成しました。

11月17日　加美町役場　石山敬貴町長
小澤義春常務理事、及川しのぶ理事、メンバー6人

計画策定に向け高齢者
や介護当時者にアンケー
ト調査を行い、それを基
に進めます。第5期総合
計画の中でパートナー
シップでのまちづくりを
掲げており、今後包括連
携協定の締結にむけ前向
きに進めたいと思ってい
ます。

12月12日　みやぎ生協大富店　浅野俊彦町長
小澤義春常務理事、メンバー7人

〈首長懇談会〉宮城県、福島県の首長・宮城県議・　仙台市議とメンバー・組合員が懇談し、よりよい地域づくりにつなげています。



大河原町

みやぎ生協

石 巻 市

みやぎ生協

大 崎 市

みやぎ生協

七ヶ浜町

みやぎ生協

多賀城市

みやぎ生協

塩 竃 市

みやぎ生協

大 郷 町

みやぎ生協

松 島 町

みやぎ生協

富 谷 市

みやぎ生協

女 川 町

みやぎ生協

［主な懇談内容］（開催月日順）

〈宮城県〉

計画策定に向けパブリッ
クコメント募集を行いま
す。在宅サービスは認知
症対応型グループホーム
と地域密着型通所介護
事業所のみです。物価高
騰に対しては給付金を支
給してきました。介護人
材確保については県と連
携し研修会を開催してい
ます。

12月20日　大河原町役場　齋清志町長
尾川輝敏専務理事、佐藤久美子理事、メンバー4人

計画として定期巡回・随時対
応型介護看護、看護小規模
多機能型居宅介護、小規模
多機能型居宅介護の整備を
進めます。物価高騰に関し
県の制度を利用し高齢者施
設に光熱費やガソリン等の
支援をしています。介護人
材確保に関しては2024年
度から1.59%増の介護報
酬改定を行う予定です。

1月29日　石巻市役所　齋藤正美市長
河野雪子副理事長、佐藤ひで子理事、メンバー14人

計画策定に向け協議を
行っています。現在地域密
着型介護老人施設1カ所
と看護小規模多機能型居
宅介護施設が1カ所開所し
ています。物価高騰支援は
国の制度を活用し緊急支
援を行いました。介護人材
確保に関しては介護保険
制度の課題として、国に働
きかけを行っていきます。

12月26日　大崎市役所　吉田祐幸副市長
尾川輝敏専務理事、及川しのぶ理事、メンバー6人

計画は策定中ですが、地
域の見守り・支援体制を
強化します。またこころと
体の健康づくりとして介
護予防教室など高齢者福
祉施策を推進します。物
価高騰の支援として子育
て世帯や住民税非課税
世帯、運輸事業者・農業支
援等へ助成しました。

2月2日　七ヶ浜町役場　寺澤薫町長
河野雪子副理事長、菊地由香里理事、メンバー2人

計画に向けて看護小規模多
機能型居宅介護施設など在
宅型の地域密着サービスの拡
充を検討しています。物価高
騰支援は県の制度を利用し光
熱費燃料費などの助成を行っ
ています。介護人材確保に関
しては外国人人材の活用や
介護ロボット・ICT導入支援事
業補助金の活用により雇用環
境の改善を図っています。

1月19日　多賀城市役所　深谷晃祐市長
尾川輝敏専務理事、石垣八重美理事、菊地由香里理事、メンバー2人

高齢者34％、高齢者ひとり
暮らし4500人となってお
り、生協との高齢者見守り協
定に関し、改めて連携するこ
とを確認しました。計画の具
体化に関しては、小規模多
機能型居宅介護施設の整備
を予定しています。物価高
騰の支援として国の交付金
を活用し、燃料費や光熱費
の助成を行っています。

2月9日　塩竃市役所　佐藤光樹市長
尾川輝敏専務理事、菊地由香里理事、メンバー2人

高齢者が住み慣れた町で安心
した生活を送るための計画策
定に向け、広く町民から意見を
募集しています。介護保険料
は前回より20％程高くなる予
定です。物価高騰への支援と
して、子育て世帯や住民税非
課税世帯、運輸事業者農業支
援等へ助成しました。また、子
育て支援として学校給食費の
完全無償を実施しています。

1月25日　大郷町役場　田中学町長
河野雪子副理事長、菊地由香里理事、メンバー2人

計画策定は概ね終了していま
す。町の介護施設やサービス
事業が充実しており、計画の内
容は大きな変更を予定してい
ません。高齢者の介護予防事
業を進めていきます。物価高騰
支援は国の制度を活用し、資材
や肥料等の助成を行っていま
す。介護人材に関しては現在不
足していないことから、離職し
ない工夫を行っていきます。

2月19日　松島町役場　櫻井公一町長
菊地由香里理事、菅野久美子生活文化部課長、メンバー2人

計画策定に向け現在協議し
ています。新たな介護施設
整備計画はありませんが、
看護小規模多機能型居宅
介護施設は1カ所増設予定
です。物価高騰に関しても
国の補助金活用以外にも、
市独自の補助事業を実施し
ています。介護人材確保に
ついてはアンケート調査を
行い実態把握を行います。

1月29日　明石台店　若生裕俊市長
尾川輝敏専務理事、信山澄重理事、メンバー12人

計画策定に関しては、高
齢者が住み慣れた町で
暮らせるよう地域密着型
の取り組みを考えていま
す。物価高騰支援に関し
ては国の制度を利用し、
高齢者施設・障がい福祉
施設や医療機関に電気
料金・ガス料金・車両燃料
費を助成しました。

2月27日　女川町役場　須田善明町長
河野雪子副理事長、佐藤ひで子理事、メンバー2人

〈首長懇談会〉宮城県、福島県の首長・宮城県議・　仙台市議とメンバー・組合員が懇談し、よりよい地域づくりにつなげています。



白 河 市

コープふくしま

いわき市

コープふくしま

本 宮 市

コープふくしま

郡 山 市

コープふくしま

桑 折 町

コープふくしま

棚 倉 町

コープふくしま

矢 吹 町

コープふくしま

伊 達 市

コープふくしま

※首長名とみやぎ生協参加者名は懇談時点のものです。
〈福島県〉

絵本キャラバンを今後
も市の施設「えぽか」な
どで継続し、コミュニティ
FM等での情報提供につ
いて話し合いました。白
沢地区では買物できる場
所がないので、宅配のお
知らせ等をしていきます。

11月17日　本宮市役所　高松義行市長
河野雪子副理事長、野崎玲子理事、児島剛ふくしま県本部長、組合員3人

生協の活動は郡山市の
PRにもなる活動として期
待していると助言をいた
だきました。「減塩」や「禁
煙」の取り組みも一緒に取
り組みたいこと、生協の活
動はそのままSDGsにつ
ながっているので、郡山市
で実施しているコンテスト
に申し込みをしてほしいな
ど話し合いました。

3月18日　郡山市役所　品川萬里市長
河野雪子副理事長、野崎玲子理事、森下幸代理事、児島剛ふくしま県本部長、組合員1人

懇談を機に「桑折町SDGs
推進町民会議」に登録し
ました。それにより広報誌
「こおり」に生協の事業や
活動が掲載されます。お店
のイートインコーナーが地
域の見守りの役割となって
いることから、連携できる
ことを今後考えていきた
いと思います。

1月15日　桑折町役場　高橋宣博町長
河野雪子副理事長、菅野優子理事、児島剛ふくしま県本部長、組合員3人

町では防災に対する意識が
高く、孤立する地域がないよ
う生協と災害物資協定を締
結することになり、2024年
5月17日に締結式を行いま
した。高齢になっても住み慣
れた地域で安心してくらして
いきたい町民の願いにこた
え、地域でのつながりを大事
にした楽しい居場所作りを
行っていきたいと思います。

3月27日　棚倉町役場　湯座一平町長
高田由喜理事、菊池浩幸ふくしま県本部長、組合員3人

好評だった絵本キャラバン
を公民館だけでなく、子ども
たちが集まる場所での開催
を検討していくことになりま
した。コミュニテイの場とし
ての公民館を活用して、居
場所作りにも協力をしてい
きたいと思います。そういっ
た取り組みを通して町との
良い関係が築けるよう取り
組みをすすめていきます。

2月15日　矢吹町公民館ココット　蛭田泰昭町長
高田由喜理事、児島剛ふくしま県本部長、組合員5人

毎年のように災害が発生してお
り、安心・安全なまちづくりのた
めの計画を策定しました。様々な
方々の力を借りながら進めてい
きたいと考えており、災害物資協
定を2024年6月27日に締結し
ます。また子どもたちがよりよく
育つ地域づくりのために、親子の
ふれあいには絵本などが最適だ
と考えており、生協の絵本キャラ
バンの実施を連携して進めます。

4月19日　伊達市役所　須田博行市長
河野雪子副理事長、菅野優子理事、菊池浩幸ふくしま県本部長、組合員3人

子育て支援に力を入れて
いることから、生協の子
育てひろばや子育て企画
を「子育て支援ガイドブッ
ク」に掲載することにつ
いて話し合いました。紙お
むつの配達なども視野に
入れた連携も今後検討し
ていきます。懇談会開始
前にフードドライブの贈
呈式を行いました。

10月30日　白河市役所　圓谷光昭副市長
高田由喜理事、児島剛ふくしま県本部長、組合員3人

台風13号の際に、生協からの支
援に対して御礼の言葉を頂きま
した。こども食堂への食材提供
のニーズを伺い、フードバンク
につないでいくことを確認し、
2024年5月21日にはコープフー
ドバンクと基本協定を締結しまし
た。また、市の子育て支援情報の
冊子をすくすくばこと一緒にお届
けして欲しいとの要望があり、対
応する事になりました。

3月6日　いわき市役所　内田広之市長
河野雪子副理事長、森下幸代理事、児島剛ふくしま県本部長、組合員2人

〈文書回答〉
宮城県登米市

計画策定にあたり調査を実施、結果の分析を行っています。高齢者
人口がピークを迎える2040年に向け、9期計画期間中に「基準緩和
型サービス」の導入を検討しています。物価高騰への支援は県の制
度を活用し光熱費等の補助を行っています。介護人材の確保に関し
ては、市で介護職員初任者研修等受講料助成金や就労奨励金を交
付しています。

〈首長懇談会〉宮城県、福島県の首長・宮城県議・　仙台市議とメンバー・組合員が懇談し、よりよい地域づくりにつなげています。



登　米

加　美

青葉区

宮城野区

泉　区

若林区

大崎・遠田

太白区

〈宮城県議会議員懇談会〉

初めて登米選出の県議懇

談会を開催しました。議員

の活動を伺い、みやぎ生

協の事業や活動について

お知らせしました。子育て

支援や食糧農業の課題な

ど、意見交換しました。

介護保険制度改正につい

て、今回の見直しの重要な

ポイントについて説明して

いただきました。ALPS処

理水海洋放出の影響を受

けている県内飲食店の支

援等に取り組んでいます。

宮城県の介護保険料が高
いこと、県内には福祉大
学がありますが卒業生は
3割しか介護職につかな
いなど課題が多いです。
介護従事者の所得増など
様々な処遇改善が必要で
す。能登半島地震後の懇
談会ということもあり、改
めて防災・震災対策につ
いて懇談しました。

介護職員の所得が低く離職
率も高いので、その対策の
一つとして外国人の雇用を
進めています。水害や内川
氾濫の避難所として学校が
指定されていますが、校庭
が水浸しになり避難できな
い状況にあります。みやぎ生
協では屋上駐車場へ避難利
用できるお店があり、協定等
の今後の課題とします。

渡辺忠悦議員
みやぎ生協
河野雪子副理事長、小野幸恵理事、メンバー3人

高橋啓議員
みやぎ生協
小澤義春常務理事、及川しのぶ理事、メンバー5人

金田もとる議員、さとう道昭議員、村岡たかこ議員、ゆさみゆき議員
みやぎ生協
小澤義春常務理事、石川宣子理事、齊藤秋花理事、齋藤裕美理事、佐藤淑子理事、メンバー16人

大池康一議員、佐々木奈津江議員
みやぎ生協
河野雪子副理事長、安達泉理事、石垣八重美理事、佐藤淑子理事、齋藤裕美理事、メンバー10人

介護従事者の雇用環境の
改善については、県民の声
を届けられるよう県議会とし
て意見書を出しています。
仙台では高齢者施設になか
なか入所できないなどの課
題がありますが、自治体毎に
介護サービス事業に違いが
あります。今後人口減少によ
る社会活動への影響に注視
しなければなりません。

能登半島地震後に、女川
原子力発電所の安全性に
不安を感じている人がい
ることから、改めてその必
要性について懇談しまし
た。CO2を出さない原子力
発電は今後も必要という
意見や、事故の影響の大
きさを考えるとひとつも必
要ないという意見がでま
した。

人口減少により様々な分野で外国人の
受け入れを行っており、多文化共生を
進めています。介護保険制度改正によ
り利用者の負担が増えていますが、国
の負担を増やしていくよう訴えていき
ます。少子化により高校再編の動きが
ありますが、学校のあり方や地域での
居場所作りなど検討を進めています。
福島第一原子力発電所の事故は、現在
も影響が大きいのでエネルギー政策を
見直してほしいとの意見が出ました。

高齢者福祉施設の介護
サービス事業は多くの課
題があります。利用者の負
担にならないように、行政
の監視が必要となってい
ます。4病院の再編成につ
いてもっと住民との話し合
いを進めてほしかったなど
の意見が多くありました。

伊藤和博議員
みやぎ生協
河野雪子副理事長、齊藤秋花理事、齋藤裕美理事、信山澄重理事、メンバー7人

高橋克也議員、三浦ななみ議員、渡辺勝幸議員
みやぎ生協
河野雪子副理事長、安達泉理事、メンバー19人

菊地恵一議員、佐々木賢司議員、佐藤仁一議員、中島源陽議員、佐々木功悦議員
みやぎ生協
小澤義春常務理事、及川しのぶ理事、メンバー15人

かっち恵議員、佐々木幸士議員、ふなやま由美議員、横山のぼる議員、わたなべ拓議員
みやぎ生協
小澤義春常務理事、藤本富江理事、吉原直美理事、メンバー53人

11月14日　加賀野店

12月23日　加美やくらい文化センター

1月9日　みやぎ生協柏木店

1月11日　みやぎ生協榴岡店

1月16日　みやぎ生協黒松店

1月26日　みやぎ生協南小泉店

1月26日　みやぎ生協古川南店

1月29日　カメイアリーナ仙台
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〈仙台市議会議員懇談会〉

介護保険制度の見直しが行われますが、
介護従事者の働き方や環境整備が重要
となっています。持続可能な制度として
継続できるよう、国と自治体でやれるこ
とを分けていくべきだと考えます。また、
高齢化に伴い介護予防も重要になって
います。4病院の再編成に関して、仙台
市内にある2病院は災害拠点病院にも
なっているので、そういうことも視野に
入れてほしいと要望がありました。

介護保険制度改正の計画
として、介護予防・日常生
活支援総合事業を行う拠
点を作る予定です。また、
地域包括支援センターの
業務の分担を考えてい
ます。能登半島地震の状
況を受けて、避難所運営
の女性リーダーの必要性
や、福祉避難所の周知・増
設などを話し合いました。

介護従事者の不足や低賃金な
ど課題は多いですが、それを
介護保険の枠組みだけで解決
するのはむずかしいです。国は
防衛費ではなく福祉の予算を
増やすべきです。仙台市の地
域包括ケアシステムは全国で
下から2番目で、医師不足が要
因となっています。また、介護
サービス利用者が選択できる
高齢者施設も不足しています。

鎌田城行議員、ごうこ正太郎議員、すげの直子議員、花木則彰議員、
早坂千亜紀議員、ひぐちのりこ議員、村上かずひこ議員
みやぎ生協
石川宣子理事、齊藤秋花理事、齋藤裕美理事、佐藤淑子理事、メンバー22人

いのまた由美議員、鈴木広康議員
みやぎ生協
藤本富江理事、吉原直美理事、國久暁生活文化部長、メンバー43人

佐々木真由美議員、高見のり子議員、辻隆一議員、山下純議員、渡辺博議員
みやぎ生協
河野雪子副理事長、安達泉理事、石垣八重美理事、齋藤裕美理事、佐藤淑子理事、メンバー14人

介護保険制度はあと20年続け
ていかなければならないと思い
ますが、この分野の国会議員が
ひとりもいません。利用者の費
用は制度当初の3倍となってい
ます。また、介護従事者を要請
する学校は6割減っています。
介護保険料は税金と同様に支
払っているのに、それを利用で
きない人もいます。変えていか
なければなりません。

仙台市は現在の介護保険料
より100円上がる予定です。
今後は高齢者人口が増える
ことから、見守りも介護ロボッ
トやICI化で対応するようにな
るかもしれません。災害時に
避難するときに、介助が必要
な高齢者やペットがいると車
で避難せざるを得ないので、
その避難場所を設置してほし
いという意見が出ました。

安孫子雅浩議員、ごとう咲子議員、ふるくぼ和子議員
みやぎ生協
河野雪子副理事長、齊藤秋花理事、齋藤裕美理事、信山澄重理事、メンバー11人

猪又隆広議員、佐藤正昭議員、鈴木すみえ議員、吉田ごう議員
みやぎ生協
河野雪子副理事長、安達泉理事、メンバー23人

1月9日　みやぎ生協柏木店

1月11日　カメイアリーナ仙台

1月11日　みやぎ生協榴岡店

1月16日　みやぎ生協黒松店

1月26日　みやぎ生協南小泉店



（2024年7月）

2023年度首長・議員懇談会のまとめ
１．新型コロナウイルス感染症による制限がなくなり、宮城では31自治体と懇談ができました。
仙台市では4年振りに地域代表理事が参加した懇談会になりました。

２．宮城では介護保険制度の見直しに向け、第9次介護保険事業計画の策定や物価高騰に対
する支援、介護人材確保について懇談しましたが、自治体によって特色のある取り組みが
あることがわかりました。また、国や県の制度を利用した事業者支援が多くの自治体で行
われています。

３．宮城と福島の数自治体で包括連携協定の締結に向けて話し合いが進んでいます。福島県
では懇談を機に桑折町の「SDGs推進町民会議」への登録を行いました。

４．議員懇談会は、能登半島地震直後の開催ということもあり、避難所運営や福祉避難所の周
知など防災・減災に関することや女川原子力発電所の再稼働について話し合われました。

５．福島では9自治体の開催で、本宮市、いわき市とは初めて懇談し、コープふくしまの活動や
事業などお知らせすることが出来ました。

６．福島は子育て支援や買物支援など、多岐にわたって行政と一緒に取り組めることを中心に
話し合い、出来ることから進めています。

みやぎ生協・コープふくしま

宮城県での懇談テーマ
「誰もが安心してくらせる地域づくり」をテーマの中心において、一緒にくらしやすいま
ちづくりをみんなで考えました。みやぎ生協の活動を伝え、地域で共に取り組めること、
くらしの向上のために連携できることを話し合いました。
１．自治体の計画や課題をお聞きし、その上で生協としてお役立ちできることを話し合い
ました。また、包括連携協定など締結している内容を確認しました。未締結の自治体と
は締結に向けて話し合いました。
２．2024年は介護保険制度の見直しが行われます。地域住民がいつまでも安心してくら
すことができるよう自治体や関係機関と協力していきたいと考えますが、自治体では現
在どのような状況かお伺いしました。
（１）第9期介護保険事業計画に向けた準備や検討状況、在宅サービスの基盤整備（特
に地域密着型サービスの拡充など）の計画がどのような状況かお聞きしました。

（２）物価高に対する事業者支援や、深刻な介護人材の確保・定着の推進等に関し、国
の交付金や基金がどのように活用されているかお聞きしました。

３．「誰もが安心してくらせる地域づくり」のために、自分の住むまちの良いところや地域
で多くの人が困っている現状や、解決して欲しい要望を伝え、自治体と一緒に力を合わ
せて取り組むことなどを話し合いました。
※福島県はテーマを設定せずに、地域の課題や取り組みについて懇談しました。


